
職員IR（ＳＩＲ）
フォーラムの実践報告

淑徳⼤学 荒⽊ 俊博
⾦沢⼤学 上畠 洋佑
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SIRの背景と⽬的
●背景
先進的なIR導⼊成功⼤学の事例紹介の講演や推測
による現実とは乖離した理念的な意⾒交換だけで
はない場が必要ではないかというウェブ上でのIR
担当者の意⾒交換
●⽬的
現職員⾃らがIRに係る実際の体験を語り、そこか
ら抽出される問題提起について、参加者同⼠で意
⾒交換をしながら、解決策を共に検討し合うワー
クショップを開催し、IR担当者に求められる分析
⼒・協働的マインド・問題解決⼒を⾼める機会の
広場（フォーラム）とする
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SIRの概要と⼿法
回数 ⽇時 会場

参加者
（⼤学職員）
〔私⼤職員〕

当⽇の⼿法

第1回 2016年
2⽉6⽇

淑徳⼤学
東京ｷｬﾝﾊﾟｽ

18名
（12名）
〔10名）

ナラティブケース
・IRの部署の設⽴提案

第2回 2016年
5⽉21⽇

京都外国語
⼤学

13名
（９名）
〔９名〕

ナラティブケース
・⼤学にとって、

IRの必要性とは何か？
・IRでしかできないことは

何か？
・IR“部署”だからこそ

できることは何か？

第3回 2016年
7⽉23⽇

淑徳⼤学
東京ｷｬﾝﾊﾟｽ

７名
（５名）
〔４名〕

フォーカス・
グループ・インタビュー
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SIRのアクションリサーチ
•現職員によるナラティブケース（IRに関
する実際の体験）による問題提起からの
研究者と参加者同⼠で意⾒交換をしなが
ら、解決策を共に検討し合うワーク
ショップの開催
•参加者がワークショップ開始前に認知し
ている能⼒等の⾃⼰評価（ルーブリック
形式）を⾏った上で、研修後の意識の変
容をアンケートで集計
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SIRの当⽇の流れ

インプット

(事前知識と課題)

ナラティブケース
(ＩＲ担当者の
語りと問題提⽰)

個⼈ワーク

シンクペアシェア

グループワーク
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インプット

（第1回・２回の
ＳＩＲまとめ）

報告

(科研費奨励研究
のＩＲ研究結果)

現場で抱える課題を題
としてフォーカス・グ
ループ・インタビュー

第１・2回目 フォーラムの流れ

第３回目のフォーラムの流れ



第１回SIRの語り・提起内容
①「インプット」（淑徳⼤学 荒⽊）
職員が語るIR：私⽴⼤学等改⾰総合⽀援事業か
ら⾒るIRの実態と補助⾦について
②「ナラティブケースの提起」
（昭和⼥⼦⼤学 松丸⽒）
必要なデータはすぐに得られる状況で、IRの部
署の必要性に疑問を持っている執⾏部に対して、
どのような設⽴提案をしますか？

個⼈ワーク、シンクペアシェア、グループワークを実施
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第１回SIRワークワーク結果例
Q．IRの部署の必要性に疑問を持っている執⾏
部に対して、どのような設⽴提案をしますか？
A．
①情報収集（部署、テーマ（教育・研究費）、横断）
②現状把握（全体を俯瞰し、顕在化していないデータを
把握する）
③課題発⾒（ボトムアップ）
④解決案提案（具体的な事例・提案をあげる）
より⾼い次元での組織運営が可能となる
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中⽴的な⽴場、⼤局的な視点、
第３者的⽴場、部署内の恣意性の排除 7

執⾏部
何が問題かの特定
KPIの設定
⾼い次元での組織
運営
実⾏可能なプラン
を⽴案

データ
データの収集・顕在
化、分析
既存データの横串

１．ＩＲ担当者によるアメリカと⽇本のＩＲのイメージ）

価値ある情報
課題発⾒や解決案提⽰
データ⽀援（例（誰もが）す
ぐに使える状態にデータを保
持する）
エビデンスの提⽰

IRのツール
ファクトブック
ポートフォリオ

変換
現状把握
データの顕
在化

⽀援
納得する意
思決定につ
ながる

第１回SIRワーク結果全班まとめ

アメリカ

ドライ（システマチック）なＩＲ
⽇本

ウェットなＩＲ

２．データから価値のある情報に変換する役割



第２回SIRの語り・提起内容①
①インプット（神⼾学院⼤学 松宮⽒）
職員が語るIR：⼤学の多様性をもっと⼤切にしてはどう
か？
ⅰ）形式ではなく，実践を優先する
ⅱ）結果ではなく，プロセスを模倣する
②ナラティブ＆問題提起（⼤阪経済⼤学 荒川⽒）
「独り歩きするIR」
期待と現実→実際はデータを取りまとめるだけ
Q．ⅰ）⼤学にとって、IRの必要性とは何か？

ⅱ）IRでしかできないことは何か？
ⅲ）IR“部署”だからこそできる事は何か？

個⼈ワーク、シンク・ペア・シェア、ワールドカフェ形式
でワークを実施 8



第２回SIRワークワーク結果①
ⅰ）⼤学にとって、IRの必要性とは何か？
「ＩＲ」は⼿段
業務に必要なデータ収集 ⼤学の中期計画

調査…etc EM
データ→事実 学⽣の状況把握
情報→⽬的がある 強み・弱み

不確実性を減らす
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第２回SIRワークワーク結果②
ⅱ）IRでしかできないことは何か？
①ＩＲとは「⼤学全体を俯瞰して⾒られる」
②組織の共通⾔語（⼤学内の情報）を
コミュニケーションツールとして活⽤する
ⅲ）IR“部署”だからこそできることは何か？
①データから情報にする
②データを（⼀元化）つなぎ、まわす。
③計画・ＰＤＣＡ・評価基準の総括から改善提
案→意思決定へ。
共通のキーワードとしてデータから情報へ 10



第３回SIRの語り・提起内容
①「インプット（第１・２回 SIR報告）」
（淑徳⼤学 荒⽊）
②「英国⼤学におけるIR取組みの調査につい
て」（明星⼤学 岩野⽒）
⼤学情報公開をIRに活かす
－効果的な情報公開を通した職員組織の改善－
平成26年度科学研究費補助⾦（奨励研究）の報告

事前に参加者から出された課題をもとに、
フォーカス・グループ・インタビューの実施
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第3回参加者から出された課題例
・学習成果の可視化
・ＩＲに関して把握している職員は⾃⼤学で多くない点
・IRの取り組みの学内浸透
・データの参照（利⽤）権限
・⼊⼝から出⼝までの学⽣についての分析の実例
・IR実務者として最低限⾝に付けておくべき知識と能⼒
・IRにおけるリサーチのメインは評価指標の設定のためなのか
・施策の⽴案・実⾏のためのエビデンス探しなのか
・ミッションをいかに測定可能な指標にブレークダウンするか
・個々の教職員とどのようなコミュニケーションを取ればよい
か

ＩＲの担当職員が現場で抱える課題！
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ＳＩＲ当⽇の様⼦
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左上 第１回目ワーク発表

下 第２回目インプット時の
様子

左下 第３回目フォーカス・
グループ・インタビュー時の
様子



ＳＩＲ外部メディア掲載
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教育学術新聞
平成28年5月25日
（第2646号）に掲載。



ＳＩＲの分析と仮説
〇3回を通した分析
①ＩＲを担当する職員は、効率性・経営といった
観点からどうしたらいいかの観点を持っている。
②教学に関するＩＲを担当するには、職員の場合
は教育に関する知識がなく、取り組みにくい。
③分析だけでなく、情報収集や⾃組織に活かすた
めどうするかといった場が必要ではないか。
〇ＩＲ参加者層や出された意⾒・課題からの仮説
ＩＲを担当する⼤学職員は専⾨職化ではなく、
ジョブローテーション化に移⾏しつつあるのでは
ないか
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